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食の安心を目指した
イオンの取組み例

イ オ ン ㈱
植原 千之

２００６年11月11日



イオン㈱企業概要

1.社名；イオン株式会社

2.設立；１９２６年９月

3.営業収益；単体 １，８９兆円

4.経常利益；単体 ３１，１億円

5.資本金； １，０１７億９８ 百万円

6.業種：総合小売業 （２００６年２月）

イオンの基本理念
「お客さまを原点に、平和を追求し、

人間を尊重し、
地域社会に貢献します。」

イオングループ
（連結営業収益 4.43兆円 連結営業利益 1,661億円）
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イオンの環境・社会貢献活動

カンボジアに寄贈した小学校「イオン ふるさとの森づくり」植樹活動

店舗周辺の清掃活動万里の長城での植樹活動
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平成15年度 大阪府政モニターアンケート

「食の安全・安心について」のインターネット調査結果

◆「食品が安全・安心だと思わないが約７割

◆安全・安心だと思わない理由は
「農薬の不適正使用」が７割以上､「添加物の不正使用」

「偽装表示」がそれぞれ６割以上

◆食の不信を招いた原因は「生産者や企業のモラル低下」
が約85％

◆「食の安全・安心確保のためにトレーサビリティー
（生産から販売までの食品の履歴を追跡するシステム）

の実施が必要」の声が約５割









10

そのために
生産段階から消費段階にいたる過程において、
一貫した基準・規範（GAP/GMP/GDP）に

よって農産物に由来する食のリスクを最小化
する活動と同時に、正確な記録と情報提供、
第三者の確認を実現して食の安心を向上させ
る仕組みがもとめられています。

そのためにイオンでは生産者やお取引先様と共に
イオン農産物取引先様品質管理基準（A-Q)を
定め、信頼される商品つくりに取組んでいます。
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イオン農産物取引先様
品質管理基準

AQ とは？
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AA--QQプログラムが求めるものプログラムが求めるもの

・おいしい

・高い栄養価

・安全

・価格の適正

・生産から消費者が手にとるまでの適切な管
理

・環境保全

・生産、流通に関わる人達の福祉
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GAP≠作り方の基準

GAP＝適切な生産管理のための

手順や方法
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GAPの大きな柱

• (1) 安全な食品の供給

• (2) 環境保護

• (3) 労働者の健康と安全の確保
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ＧＡＰ実践一事例

マニュアル作成 情報の共有化 各記録類

施設内掲示 方針 施設内掲示 フロー図 施設内掲示 指示事項










